
青
森
県
の
新
聞
、
束
奥
日
報
紙
を
た
ぐ
っ
て
み
る
と
、
今
は
幻
の
魚
と
な
っ
た

ニ
シ
ン
漁
に
、
北
海
道
樺
太
に
渡
っ
た
出
稼
衆
の
多
か
っ
た
こ
と
、
水
害
の
繰
返

し
、
各
村
だ
よ
り
の
記
事
に
よ
っ
て
、
当
時
の
庶
民
の
生
活
史
、
鰹
漁
民
の
実
態
、

庶
民
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
県
史
、
市
町
村
史
、
郷
土
史
に
も
取
り
あ

げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
、
社
会
の
片
隅
の
一
編
、
一
頁
が
浮
き
ぼ
り
に
で
き
た
・

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
初
期
と
年
代
毎
に
東
奥
日
報
新
聞
記
事
を
追
っ
て
い
つ

て
私
は
、
東
奥
日
報
紙
の
古
い
新
聞
に
目
を
と
お
し
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

こ
え
つ
け
た
も
で

堆
肥
運
搬
Ⅱ
小
正
月
（
旧
暦
一
月
十
五
日
）
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
田
面
へ
コ
エ
つ

け
（
堆
肥
運
び
）
が
始
ま
る
。

た
も
で

田
面
は
、
一
面
真
白
で
、
長
い
冬
か
ら
間
も
な
く
除
々
に
解
放
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
時
期
、
点
々
と
黒
い
か
た
ま
り
が
見
え
て
く
る
。
そ
れ
は
、
馬
橇
で
運
ぱ

こ
え
も
り

れ
た
堆
肥
盛
で
あ
る
。

戦
前
は
、
田
畑
へ
の
肥
料
は
厩
肥
が
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、
ど
こ
の
農
家
で
も

家
畜
を
飼
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
馬
や
牛
の
大
家
畜
か
ら
、
豚
や
兎
の
中
・
小

家
畜
な
ど
か
ら
堆
肥
を
つ
く
る
。
野
菜
屑
、
残
津
も
堆
肥
の
原
料
だ
っ
た
。

秋
に
は
、
農
家
の
カ
ク
ジ
（
庭
）
の
隅
に
大
き
な
ワ
ラ
乳
穂
が
積
ま
れ
、
厩
肥

の
材
料
と
な
り
、
ワ
ラ
エ
品
（
縄
、
カ
マ
ス
等
）
で
生
じ
る
シ
ビ
（
ワ
ラ
屑
）
な

モ
Ⅷ
〃

ど
を
集
め
て
コ
エ
盛
を
作
る
。

水
田
一
反
歩
（
十
ア
ー
ル
）
に
三
百
賃
（
一
・
一
ト
ン
）
の
堆
肥
を
入
れ
る
よ

う
に
と
、
指
導
機
関
は
熱
心
に
奨
励
す
る
が
、
な
か
な
か
そ
れ
だ
け
の
通
が
作
れ

な
い
の
が
実
態
で
あ
っ
た
。

小
正
月
も
過
ぎ
、
下
界
は
堅
雪
と
な
り
、
道
路
に
も
馬
糞
が
目
立
つ
よ
う
に
な

。
エ
モ
Ⅱ
汐
コ
エ
マ
ル

れ
ぱ
、
堆
肥
盛
の
雪
を
切
っ
て
、
堆
肥
丸
き
を
つ
く
る
。
堆
肥
丸
き
は
田
圃
へ
配

瞳
す
る
に
も
便
利
で
、
散
布
す
る
際
も
反
当
り
の
通
を
決
め
る
に
も
計
算
し
易
い

帝

咽
津
軽
の
母
睡
か
ら
消
え
た
も
の
（
５
）
課

き
の
し
た
清
一

庶
民
の
生
活
史
が
得
ら
れ
る

だ
ろ
う
。
そ
の
目
標
に
向
っ

た
ら
、
そ
の
時
々
の
社
会
の

移
り
変
り
が
、
津
軽
北
部
の

表
伽
″
矛
ｒ
岸
川
害
グ
〃
拳
グ
Ⅸ
〃
″
ぃ
″
〃
姥
‐
‐
《
グ
端
Ⅸ
〃
〃
《
″
痔
Ⅳ
〃
〃
、
〃
方
ぽ
″
序
Ｋ
ｆ
〃
〃
Ｌ
″
庁
Ⅲ
〃
〃
Ⅲ
″
》
録
穆
〆
爪
″
〃
》
了
″
狗
価
〃
〃
岸
Ⅳ
〃
〃
〃
吟
、
〃
‐
〃
″
ゞ
〃
、
″
式

ジ
女

公

ユ
企

遠
く
に
な
り
に
け
り

公

李

〈
季
づ
‘

垂
今
唾
」

垂
垂

》
明
治
の
新
聞
記
事
を
尋
ね
て
》

一
ゞ

静
ｆ
ｆ
〃
〃
″
珍
ｒ
〃
ｆ
″
〃
＃
〃
〃
，
〃
″
塔
ｆ
″
ｒ
″
″
＃
〆
伊
〃
〃
〃
ｆ
″
″
″
〃
＃
ｆ
〃
〃
″
〃
‐
γ
言
ｒ
診
叩
″
鱒
も
鐸
″
鬼
げ
《
ゲ
剛
″
″
″
〃
勘

だ
袋
も
つ
こ
を
つ
け
、
そ
れ
に
堆

春
に
な
っ
て
か
ら
も
運
べ
る
。
畑

農
村
の
冬
の
風
物
詩
の
一
つ
で

コ
ヒ
ツ
ケ

あ
る
堆
肥
運
び
も
、
金
肥
が
巾
を

き
か
す
よ
う
に
な
り
、
農
機
具
が

馬
に
代
っ
て
農
耕
の
主
役
と
な
る

た
も
で

と
共
に
、
津
軽
の
田
面
か
ら
消
え

て
し
ま
っ
た
。

た
め
で
あ
る
。

雪
の
少
な
い
年
は
、
馬
橇
を
田
圃
へ
乗
り
入
れ
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
ん

な
時
に
は
、
駄
馬
に
よ
る
駄
付
け
を
す
る
。
農
道
が
整
備
さ
れ
て
な
い
の
で
、
作

場
路
で
も
入
れ
る
馬
の
背
は
調
法
だ
。
馬
の
背
に
乗
せ
た
鞍
の
両
脇
に
縄
で
編
ん

だ
袋
も
つ
こ
を
つ
け
、
そ
れ
に
堆
肥
を
入
れ
て
運
搬
す
る
。
こ
れ
は
雪
が
消
え
て

春
に
な
っ
て
か
ら
も
運
べ
る
。
畑
な
ど
へ
は
殆
ん
ど
こ
の
方
法
が
利
用
さ
れ
る
。

雛
北
郡
柳
細
工
伝
習
所
成
績
恥

明
治
三
十
九
年
一
月
一
日
（
第
四
九
一
七
号
）

○
伝
習
所
は
五
所
川
原
町
に
し
て

昨
年
八
月
十
日
開
始
し
、
十
二
月
十

三
日
閉
所
授
業
日
数
百
九
日
な
り
、

○
生
徒
人
数
は
六
十
七
名
に
し
て

修
了
生
三
十
四
名
な
る
が
、
出
席
総

数
千
六
百
五
十
日
な
り
。
お
も

○
製
作
品
及
元
料
Ⅱ
菫
に
行
季
及

か
ば
ん
等
を
製
作
し
、
元
料
は
河
原

昨
年
度
に
於
て
開
始
せ
る
北
部
の
窮

民
救
済
事
業
な
る
柳
細
工
伝
習
に
お

け
る
成
績
並
に
経
費
決
算
を
得
た
れ

ば
順
次
記
戯
せ
ん
に

◇
ひ
と
く
ち
メ
モ
◇

◇
ひ
と
く
ち
メ
モ
◇

◎
明
治
三
十
九
年
津
軽
一
円
に
リ
ン
・
コ
の
袋
か
け
普
及
さ

れ
る
。

◎
明
治
三
十
九
年
津
軽
一
円
に
リ
ン
・
コ
の
袋
か
け
普
及
さ

れ
る
。

◎
明
治
三
十
九
年
九
月
第
一
回
青
森
競
馬
開
催
さ
れ
る
。

◎
明
治
三
十
九
年
九
月
第
一
回
青
森
競
馬
開
催
さ
れ
る
。
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郡
内
五
所
川
原
、
中
川
、
三
好
、
松

島
、
栄
、
六
郷
、
長
橋
、
七
和
、
沿

川
、
梅
沢
、
武
田
、
喜
良
市
、
金
木
、

内
潭
の
十
数
ケ
町
村
に
渉
り
、
菫
に

窮
民
家
族
な
り
し
も
、
篤
志
者
と
し

て
本
技
術
の
伝
習
を
受
け
度
き
も
あ

り
し
を
以
て
之
に
も
授
業
せ
し
、

而
し
て
原
料
の
総
は
、
三
好
、
中

柳
に
し
て
、
採
取
地
は
、
同
郡
三
好

中
川
、
鶴
田
、
嘉
瀬
、
松
島
、
栄

五
所
川
原
の
各
町
村
。

○
窮
民
と
の
関
係
Ⅱ
本
伝
習
生
は

－66－－67－
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明
治
四
十
一
年
八
月
五
日
（
第
五
七
三
一
一
号
）

お
と

予
報
の
如
く
津
軽
半
島
森
林
鉄
道
公
泉
駅
附
近
の
装
飾
は
蟹
田
に
劣

蟹
田
今
泉
間
十
五
哩
竣
功
に
就
き
、
ら
ず
、
加
る
に
、
今
泉
村
中
若
者
の

其
視
察
旅
行
会
を
大
林
区
署
二
宮
工
一
隊
假
装
を
為
し
て
、
楽
隊
を
組
織

事
担
当
技
師
主
催
と
な
り
、
一
昨
日
し
、
鼓
笛
山
彦
に
応
へ
て
、
身
の
深

同
地
に
於
て
挙
行
せ
る
が
、
森
林
鉄
山
に
在
る
を
忘
れ
し
む
、
同
駅
に
体

は
ん
ど
き

道
は
、
日
本
に
於
て
今
回
は
実
に
濫
憩
す
る
こ
と
約
半
餉
北
郡
の
有
志

蛎
な
ろ
を
以
て
、
事
実
に
於
て
一
部
を
更
に
一
列
車
に
塔
乗
せ
し
め
、
再

同
鉄
道
の
開
通
式
と
も
云
は
る
可
く
、
び
旧
路
を
引
返
す
。
（
中
略
）

随
て
同
地
方
は
近
来
稀
有
の
盛
況
×
×
×

を
呈
し
・
（
以
下
中
略
）
終
点
た
る
今
泉
停
車
場
に
看
た
の

天
日
尚
暗
き
壱
万
町
歩
の
蟹
田
森
で
あ
る
、
時
正
に
十
一
時
半
。

れ
き
お
と

林
を
前
面
に
仰
ぎ
、
操
ろ
く
轟
々
と
同
附
近
の
装
飾
は
、
蟹
田
に
劣
ら

あ
っ
ふ
ろ

し
て
、
新
田
、
南
沢
、
大
平
の
諸
部
ぬ
盛
況
を
呈
し
て
在
た
が
、
就
中
振

あ
つ

落
を
通
過
し
、
会
場
た
る
小
股
沢
の
っ
て
在
た
の
は
、
汽
関
庫
の
前
に
今

と
ん
ね
る
お
の

山
間
に
休
憩
す
、
二
個
の
墜
道
を
経
泉
の
村
民
で
あ
ろ
う
、
各
々
手
に
｜

て
、
今
泉
停
車
場
に
着
し
た
る
は
十
本
の
紙
製
の
国
旗
を
揮
て
、
一
行
を

一
時
三
十
分
、
予
定
時
刻
よ
り
一
時
迎
へ
た
事
で
あ
る
・

さ

間
遅
れ
た
る
は
、
途
中
軌
路
に
故
障
十
人
十
色
の
男
女
が
左
も
珍
ら
し

を
生
じ
、
修
繕
に
刻
を
費
し
た
る
為
そ
う
に
、
旗
振
る
手
も
忘
れ
て
、
新

ぼ
く
と
つ

な
り
。

来
の
汽
車
に
見
惚
れ
る
状
、
朴
調
の

●
凸
●

■
①織
謬
森
林
鉄
道
視
察
会

し
と
待
ち
た
り
け
り
。

午
後
七
時
に
至
る
も
来
ら
ず
、
八

一
一
」
ノ
●
、

時
に
及
ぶ
も
来
ら
ず
、
籏
々
来
る
も

の
は
傍
聴
者
の
み
、
九
時
に
達
す
る

も
工
藤
番
記
は
遂
に
来
ら
ざ
り
し
、

会
衆
は
不
平
を
訴
へ
、
両
氏
は
頭
を

か
あ
わ
つ
い

掻
け
り
、
哀
れ
幻
燈
会
は
終
に
お
流

れ
と
な
れ
り
。

サ
テ
一
面
工
藤
岱
記
は
広
澗
な
る

や
う
や

担
当
区
域
を
適
性
敢
進
漸
く
其
目
的

を
達
し
け
る
と
き
は
既
に
午
後
八
時

頃
（
尤
セ
コ
ン
ド
は
忘
れ
ら
れ
て
針

中
止
）
な
り
き
、
先
が
案
じ
ら
れ
、

気
が
気
で
な
く
も
、
正
社
員
櫛
引
寅

吉
氏
の
先
導
を
以
て
出
発
せ
り
、
眼

前
不
意
を
打
た
れ
た
る
一
閃
の
遮
光

ゆ
う

は
果
然
大
宙
雨
と
な
り
、
悠
然
大
顎

あ
ら
れ
け
ん
つ
い

砿
と
変
じ
、
剣
の
如
き
寒
風
は
、
童

て
う
ら
ん
あ
や
め

に
提
灯
を
も
滅
す
、
壁
白
も
分
か
ぬ

や
み
く
わ

真
の
暗
加
ふ
る
に
、
喜
良
市
よ
り
輪
で
い

出
の
木
材
運
搬
の
為
め
、
道
路
の
泥

ね
い
潭
実
に
郡
内
第
一
の
悪
路
な
り
、
故

あ
や
ま
ひ
ざ

に
一
歩
誤
れ
ば
忽
ち
膝
を
没
す
、
左
う
ず

な
だ
に
小
田
川
の
激
流
は
足
下
に
渦

い

巻
き
、
其
危
険
言
は
ん
方
な
し
、
数

と
ん

歩
に
し
て
一
転
し
、
又
再
顛
し
、
三

と
ん
ど
ろ
ね
ず
み

転
四
顛
宛
も
、
全
身
泥
鼠
の
如
し
、

辛
う
じ
て
喜
良
市
村
に
達
し
た
る
と

き
は
幻
燈
会
場
は
早
や
影
を
失
ひ
、

力
な
く
な
く
寝
に
就
き
、
翌
二
十
五

と

日
分
区
役
場
を
訪
ふ
て
前
夜
の
情
況

を
語
り
て
、
本
日
の
開
会
を
促
す
、

分
区
委
員
始
め
、
其
熱
心
に
動
き
、

大
に
全
情
を
表
し
て
開
会
せ
り
、
又

同
夜
金
木
方
面
に
出
火
あ
り
た
れ
ば

ふ
つ
ぎ
よ
う

翌
佛
暁
急
ぎ
門
を
出
づ
れ
ば
、
械
雪

そ
の
さ
ま

七
寸
…
…
云
々
・
…
．
．
と
其
状
手
に
把

ま
だ

る
が
如
く
、
席
不
媛
の
労
亦
想
ふ
く

し
、
同
地
方
に
俗
謡
あ
り
即
ち
、

嘉
瀬
と
金
木
の
間
の
川
子

石
子
流
れ
て
木
の
葉
子
沈
む

と
う
さ
ま
せ
ま

云
々
と
、
濁
流
稻
々
の
状
真
に
迫
り

穿
ら
得
て
妙
な
り
。

●
嘉
瀬
村
の
赤
十
字
事
業

現
下
北
郡
遊
説
中
の
赤
十
字
隊
一

行
は
、
去
月
二
十
一
日
嘉
瀬
村
大
字

毘
沙
門
、
二
十
二
日
大
字
嘉
瀬
の
各

小
学
校
に
於
て
幻
燈
会
を
開
く
、
来

程
、
愛
す
可
き
者
が
あ
る
。

次
は
、
藤
の
森
音
楽
隊
で
、
今
回

の
開
通
式
に
、
何
か
好
趣
向
も
が
な

と
腐
心
の
結
果
、
直
き
一
両
日
前
か

け
い

ら
稽
古
に
掛
っ
た
建
成
楽
隊
、
各
白

い
洋
服
に
、
金
紙
の
腕
章
厳
め
し
く
、

に
ら
お
か

韮
山
帽
子
迄
が
金
銀
の
光
り
可
笑

つ
け
ひ
げ
あ
に
い

し
く
、
附
髭
を
し
た
数
人
の
奇
兄
連

び
ん
ふ
た

が
、
旧
来
の
大
鼓
笛
に
、
鉄
瓶
の
蓋

な
ら

を
鴫
し
て
、
調
子
面
白
く
ね
り
歩
く

と
云
ふ
手
際
は
、
何
う
し
て
も
斯
か

ひ
き
む
ら

る
山
間
の
僻
邑
で
無
け
れ
ば
兄
ら
れ

ぬ
図
で
あ
ろ
う
。
×
×
×

●
森
林
鉄
道
工
事

津
軽
森
林
鉄
道
に
於
て
利
用
せ
ら

る
べ
き
国
有
林
地
面
積
は
、
喜
良
市
、

中
里
、
蟹
田
、
内
真
部
の
四
小
林

区
部
内
合
計
四
万
町
歩
に
し
て
、
此

林
地
の
蓄
積
は
、
ヒ
バ
一
千
六
百
万

た
な
し
か

尺
〆
、
雑
木
百
二
十
万
棚
な
り
、
而

し
て
、
此
の
毎
年
の
斫
伐
材
積
は
、

ヒ
バ
ニ
十
万
尺
〆
、
雑
木
一
万
五
千

棚
な
り
、
之
を
屯
数
に
換
算
す
る
と

昨
日
其
の
筋
へ
左
の
通
り
報
告
あ

り
た
り
。

▲
岩
木
川
Ⅱ
三
月
二
十
四
日
の
降

雨
に
て
、
岩
木
川
出
水
の
為
め
、
第

三
土
木
管
区
拷
雨
堰
放
し
一
時
に
流

込
み
、
全
放
し
へ
架
設
の
板
橋
々
台

袖
石
垣
長
四
間
高
二
間
崩
壊
せ
り
。

▲
飯
詰
川
Ⅱ
全
川
通
り
の
内
、
北

会
者
合
し
て
壱
千
余
名
、
村
役
場
書

記
太
田
辰
五
郎
、
全
山
中
常
弥
の
二

氏
は
、
分
区
委
員
山
中
勝
太
郎
氏
に

こ
も
の

代
り
て
、
交
々
開
会
の
辞
を
述
べ
、

工
藤
支
部
苫
記
の
説
明
前
日
の
如
し
、

即
夜
入
社
員
二
名
、
翌
日
葛
西
郡

委
員
は
、
山
中
替
記
と
共
に
、
中
柏

木
、
長
富
方
面
を
沢
田
支
部
書
記
は
、

補
助
分
区
委
員
小
山
内
晴
一
氏
と
共

に
嘉
瀬
の
一
部
へ
、
工
藤
支
部
書
記

は
山
中
収
入
役
と
共
に
、
又
嘉
瀬
の

一
部
へ
出
張
、
通
計
四
十
名
の
新
加

融
雪
の
為
め
堤
防
石
垣
欠
壊

明
治
四
十
一
年
三
月
一
一
十
九
日
（
第
五
五
九
六
号
）

盟
者
を
出
だ
せ
り
。
本
村
は
之
に
て

社
員
総
数
八
十
九
名
に
達
し
、
予
定

率
を
越
ゆ
る
こ
と
四
名
に
及
く
り
、

尚
他
に
入
社
兇
込
の
者
十
五
名
あ
る

も
目
下
不
在
等
な
り
、
右
に
就
き
津

せ
ん旗
尽
力
せ
し
は
、
前
記
の
外
、
其
山

役
場
替
記
及
嘉
瀬
校
教
員
三
上
堅
太

郎
氏
並
に
毘
沙
門
校
教
職
全
体
に
し

て
盛
会
な
り
し
と
。

き
は
約
七
万
屯
と
な
る
。

本
鉄
道
は
、
青
森
貯
木
場
を
起
点

と
し
、
内
裏
部
、
蟹
田
、
大
平
、
今

泉
、
中
里
、
喜
良
市
を
経
て
、
飯
詰

に
至
る
も
の
に
し
て
、
其
延
長
四
十

八
哩
な
り
。

今
回
開
通
を
告
げ
た
る
、
東
津
軽

郡
蟹
田
村
大
字
蟹
田
よ
り
、
北
津
軽

郡
内
湾
村
大
字
今
泉
に
至
る
、
十
五

哩
間
の
工
事
は
、
前
記
の
巡
り
、
明

治
三
十
九
年
十
一
月
五
口
に
着
手
し
、

線
路
の
土
工
は
、
本
年
三
月
に
て

全
部
竣
成
し
、
此
附
帯
設
備
假
令
は

蟹
田
桟
橋
、
全
假
停
車
場
及
今
泉
停

車
場
等
の
工
事
は
、
本
年
六
月
全
部

竣
功
せ
り
、
而
し
て
軌
條
敷
延
は
蟹

田
は
五
月
五
日
よ
り
、
今
泉
は
六
月

五
日
よ
り
、
両
方
面
よ
り
着
手
し
、

線
路
の
全
通
し
た
る
は
七
月
二
十
四

日
な
り
。

郡
嘉
瀬
村
大
字
中
柏
木
地
内
の
堤
防

二
ヶ
所
、
去
る
二
十
五
日
欠
潰
せ
り

延
長
三
十
九
間
・

▲
全
月
全
村
大
字
毘
沙
門
地
内
全

上
一
ケ
所
長
四
間
欠
潰
、
尚
他
川
共

追
々
増
水
の
状
況
な
り
。
（
二
十
六

日
附
）

qBUdB
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何
時
の
頃
か
、
年
号
不
明
な
れ
ど

も
、
伝
説
に
依
れ
ば
、
岩
木
川
洪
水

の
際
、
中
郡
五
所
村
（
紙
漉
沢
隣
村
）

に
奉
祀
せ
る
小
祠
（
相
馬
川
と
岩
木

川
と
の
落
合
に
建
立
し
た
る
小
祠
）

流
出
、
当
地
に
漂
着
せ
ら
れ
し
を
新

宮
村
（
現
今
北
津
軽
郡
中
川
村
大
字

新
宮
）
の
某
拾
ひ
取
り
、
新
た
に
宮

殿
を
作
り
祭
り
申
し
出
に
よ
り
村
名

し
ん
み
や

を
新
宮
と
名
づ
け
、
其
の
拾
ひ
上
げ

た
る
地
を
ば
、
上
五
所
川
原
と
名
づ

け
た
り
と
申
し
伝
へ
り
。

か
し
と

音
ば
御
所
と
番
き
た
る
を
挫
け
れ

そ
も
そ

ば
五
所
と
改
め
し
と
な
り
、
仰
も
中

津
軽
郡
紙
漉
沢
は
、
恐
れ
多
く
も
長

慶
天
皇
御
陵
基
参
考
地
と
し
て
御
指

定
あ
ら
せ
ら
れ
し
が
、
其
の
隣
村
に

ひ
き

五
所
と
云
ひ
し
僻
村
あ
り
て
、
そ
こ

五
所
川
原
だ
よ
り●

薄
村
社

阿
部
歯
科
院

院
長
阿
部
寿

（
明
治
四
十
一
年
九
月
二
十
二
日
（
第
五
七
八
○
号
）

/I

幡
宮
の
伝
説

株式勿瞥会社
藤博材木店

五
所
川
原
市
敷
島
町
六
四
ノ
ー

電
話
三
五
’
一
五
四
四

に
奉
祀
せ
ら
れ
居
り
し
小
祠
は
取

り
も
直
さ
ず
流
さ
れ
参
り
し
現
今
の

上
五
所
川
原
村
社
八
幡
宮
に
て
、
其

の
由
緒
苔
は
、
先
代
社
司
の
宅
火
災

に
罹
り
し
事
あ
り
し
を
以
て
焼
壗
せ

り
と
伝
は
れ
り
。

御
神
体
は
、
総
丈
一
尺
余
、
三
層

の
御
殿
に
御
安
座
遊
さ
れ
、
第
一
段

は
梅
に
麓
の
彫
刻
、
第
二
段
は
さ
や

し
ま

形
、
第
三
段
は
縞
丑
に
て
、
御
装
束

ば
く

は
金
箔
を
以
て
御
飾
り
、
御
抱
へ
丸

に
唐
獅
子
の
御
紋
大
形
に
て
、
御
胸

御
府
に
つ
き
居
り
、
其
の
他
は
桐
の

葉
に
似
た
る
御
模
様
に
て
、
左
の
御

手
に
は
御
弓
を
持
ち
、
右
の
御
手
に
は
い

は
矢
を
持
た
せ
ら
れ
、
尚
ほ
御
侃
刀

を
も
粥
ぱ
せ
ら
れ
、
御
冠
を
城
き
、

赤
地
に
菊
の
御
紋
つ
き
し
御
袴
に
て

東京都品川区戸越5丁目14番17号

（第二京浜国道）

電話(781)1292･(782)0216

代表取締役湯本正美’
御
安
座
せ
る
様
い
と
尊
厳
に
拝
せ
ら

る
、
御
厨
子
は
、
外
黒
塗
滴
る
が
如

く
観
音
開
き
に
て
、
内
部
は
金
箔
塗

は
な

に
て
霧
々
光
を
放
ち
、
御
神
体
及
御

厨
子
は
、
古
来
よ
り
の
礎
ぽ
て
、
更

に
修
飾
を
加
へ
た
る
こ
と
な
し
、
要

か
く

す
る
に
斯
の
如
き
御
神
体
を
、
当
時

家
屋
僅
々
た
る
寒
村
僻
地
に
て
は
、

到
底
求
む
く
か
ら
ざ
る
事
な
れ
ど
も
、

さ
り
と
て
何
の
銘
も
な
く
、
何
年

号
の
記
載
も
な
け
れ
ば
知
る
由
も
な

く
、
維
新
神
仏
混
合
支
別
の
時
、
吟

味
役
参
ら
れ
し
際
、
御
神
体
の
立
派

な
る
に
感
心
、
こ
れ
迄
数
多
の
神
体

か

を
拝
し
来
り
し
も
、
未
だ
斯
く
の
如

ひとくちメモ

貯
金
・
共
済
・
米
・
肥
料
は
農
協
へ
：
：
：

①明治26年北郡組合立

明治校創立開校，金木，

嘉瀬，喜良市，中里，

武田等から入学す。

嘉
瀬
農
業
協
同
組
合

0

金
木
町
大
字
嘉
瀬
字
雲
雀
野
一
八
ノ
ー

電
話
㈹
五
三
’
二
○
六
七

組
合
長
理
事
吉
崎
忠
直

参
事
成
田
一
弘

外
役
職
員
一
同

②明治40年11月3日金

木，嘉瀬，喜良市各村

に在郷庫入会創立され

る。

五所川原市川端町52
き
尊
き
を
拝
し
た
る
事
こ
れ
無
く
、

定
め
て
由
緒
あ
ら
ん
と
申
さ
れ
き
。

前
顕
の
如
く
な
る
も
、
別
に
記
録

の
徴
す
べ
き
も
の
之
な
く
、
口
碑
に

む
か
し

伝
ふ
る
処
に
依
れ
ば
、
往
昔
五
所
村

（
昔
は
御
所
村
と
書
き
た
り
と
か
や
）

に
奉
祀
せ
る
、
長
慶
天
皇
の
御
神
体

な
り
と
一
般
に
信
じ
居
る
こ
と
要
し

こ
け
れ
・

ち
な
み
因
に
云
ふ
右
伝
説
は
、
去
る
九

月
四
日
付
け
を
以
て
、
当
神
社

神
職
及
氏
子
総
代
連
署
の
上
、

取
調
方
を
内
務
大
臣
に
上
申
し

た
る
も
の
な
り
と
云
ふ
。

旅館鯉"|
壷（0173）35－9101

スナック廻1I1

丑（0173）34-6612

③明治40年12月20日嘉

瀬村青年団設立される。
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